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１　令和３年度決算の要領

（１） 決算の概要

（２） 業務量

区　　分

用 水 供 給 先

用 水 供 給 水 量 千㎥ 千㎥ 千㎥

給 水 収 益 千円 千円 千円

６市、６町、１企業団、
１事務組合

６市、６町、１企業団、
１事務組合

-

　当企業団では、構成団体に安全で良質な水道用水を安定的に供給するために、用

水供給事業や施設の改良・更新、耐震化等の事業を実施しています。

　令和３年度は、筑後川流域において、昨年度末からの少雨傾向が続き４月は平年

の６割と渇水が懸念される状況となっておりましたが、平年よりも早く梅雨入りし

たことで懸念は払しょくされました。また、６～７月は平年の４割、８月は平年の

４倍、10月以降は平年の６割程度の降雨量であり、少雨と多雨の二極化が顕著でし

たが、１年を通すと平年値を超える降雨量があり、安定して用水供給を行うことが

できました。

　また、主要事業としては、牛頸浄水場等の設備について計画に基づいた更新を行

うとともに、警固断層対策や下原系・夫婦石系送水管の管路整備事業を行い、耐震

化等の機能強化を推進しました。

　今後、当企業団は維持管理の時代へと移行することとなり、老朽化した施設の改

良・更新、送水管路の耐震化等の事業や福岡導水施設の地震対策事業にかかる費用

の増加が見込まれることから、計画的・効率的な事業推進に取り組んでまいりま

す。

令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 増　　減

91,789 90,171 1,618

11,447,879 11,430,084 17,795

－1－



（３） 損益計算書（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

（４） 貸借対照表（令和４年３月３１日現在）

（単位：千円）

区 分 金 額

総 収 益 （ A ） 11,655,961

差引損益（A）-（B） 1,196,472

10,411,151

1,241,735

3,075

総 費 用 （ B ） 10,459,489

10,178,371

265,610

15,508

（単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

科 目 金 額 科 目 金 額

固 定 資 産 138,297,998 固 定 負 債 8,551,937

繰 延 収 益 28,925,477

流 動 資 産 10,037,399 流 動 負 債 5,944,171

剰 余 金 6,701,959

資 本 金 98,211,853

計 148,335,397 計 148,335,397

－2－



２　業務状況

（１） 概況

（２） 事業報告書

上半期用水供給総水量 （単位：㎥）

令和４年度上半期 令和３年度上半期 増　減 比率（％）

福 岡 市 25,930,550 25,930,550 0 100.0

大 野 城 市 2,934,455 2,934,455 0 100.0

筑 紫 野 市 2,717,600 2,627,100 90,500 103.4

太 宰 府 市 2,157,455 2,096,455 61,000 102.9

春日那珂川水道企業団 2,123,620 2,109,600 14,020 100.7

古 賀 市 1,499,180 1,499,180 0 100.0

宇 美 町 1,310,960 1,334,495 △ 23,535 98.2

志 免 町 1,115,435 1,152,900 △ 37,465 96.8

須 恵 町 864,215 864,215 0 100.0

粕 屋 町 1,449,495 1,393,495 56,000 104.0

篠 栗 町 810,280 831,280 △ 21,000 97.5

新 宮 町 988,000 1,022,905 △ 34,905 96.6

宗像地区事務組合 427,370 427,370 0 100.0

糸 島 市 2,681,750 2,693,450 △ 11,700 99.6

合 計 47,010,365 46,917,450 92,915 100.2

　令和4年度上半期は、６市、６町、１企業団、１事務組合に対し、47,010,365立方メートル

（一日平均256,887立方メートル）の水道用水を供給いたしました。前年度同期に比べ、

92,915立方メートル(一日平均507立方メートル)、率にして0.2パーセント増加いたしました。

　主要事業につきましては、「水道ビジョン2018」に基づき、管路の耐震化や施設の更新・改

良など、計画的な施設整備等を推進いたしました。

　今後も、安全で良質な水道用水を安定的に供給するため、適切な施設の維持管理と計画

的な施設整備に取り組んでまいります。

用 水 供 給 先
用水供給水量 対前年度比較
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（３） 損益計算書（令和４年４月１日から令和４年９月30日まで）

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

（４） 貸借対照表（令和４年９月30日現在）

（５） 企業債及び一時借入金現在高（令和４年９月３０日現在）

　　ア　企業債の現在高

　　イ　一時借入金の現在高

なし

（単位：百万円）

9,502 0 849 8,653

令 和 ４ 年 度

上 半 期 末 現 在 高

令 和 ３ 年 度 末

現 在 高

令 和 ４ 年 度 上 半 期

発 行 額 償 還 額

剰 余 金 6,383,669

計 145,028,879 計 145,028,879

繰 延 収 益 28,397,056

資 本 金 100,467,840

固 定 資 産 136,351,074 固 定 負 債 8,556,589

流 動 資 産 8,677,805 流 動 負 債 1,223,725

金 額

総 費 用 （ B ） 4,593,216

4,488,174

105,042

0

差引損益（A）-（B） 1,322,020

（単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

5,309,383

598,824

7,029

科 目 金 額 科 目

（単位：千円）

区 分 金 額

総 収 益 （ A ） 5,915,236

－4－
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